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第35回性治療研修会

日 時 5月28日（日） 9： 30～16 ：45

場 所 東京慈恵会医科大学西新橋校1号館5階講堂

う。ログラム

9 ： 30～9 ：35開会の挨拶 日本性科学会理事長

9 ： 35～11 : 00性反応・ ・ ・男性 学校法人村上学園平和学院総長

女性 千葉医療センター産婦人科医長

11 ： 00～12 ：00性犯罪者治療 東京武蔵野病院医師

12 : 00～13 :50昼休み(13: 15～13:45 日本性科学会総会）

13 : 50～14 :20 口ハス理論に基づく新しい性教育の展開 千葉大学名誉教授

14 ： 20～15 ：20治療における精神力動の基本 埼玉社会保険病院精神神経科部長

15 : 20～15 :40休憩

15 ：40～16 ：40 インテイクの基本 日赤医療センター臨床心理士

16 ：40～16 ：45閉会の挨拶 日本性科学会副理事長
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第26回日本性科学学会のお知らせ

第26回日本性科学学会／第8回性科学セミナーを下記のとおり予定しております。皆様奮ってご参

加くださいますようご案内申し上げます。

会 期 2006年11月18日（土）午後 第8回性科学セミナー

11月19日（日） 第26回日本性科学学会学術集会

場 所 仙台市情報産業ﾌﾟラザ（アエルビル6F・多目的ホール・セミナールーム）

学会長 村口喜代（村口きよ女性クリニック院長）

メインテーマ 「ジェンダーとセクシユアリティ」

特別講演 若桑みどり氏 「美術史を通して見るジェンダーとセクシユアリティ」

基調講演 ジェンダーの基本的概念歴史的考察と現状認識

シンポジウム 日本社会におけるジェンダーとセクシユアリティの現状と課題

教育講演 性の健康国際学会モントリオール宣言「ミレニアムにおける性の健康」

ランチョンセミナー 日本社会とエイズの危機

一般演題申込締切2006年7月21B(金）

400字以内の演題要旨をe-mailにて下記宛にお送りください

お問い合わせ先 e-mail: 26th-jsss@muraguchikiyo-wclinic.or.jp
〒983-0852仙台市宮城野区榴岡4－2－3仙台MTビル2F

村口きよ女性クリニック

Tel : 022-292-0166 Fax: 022-292-0167担当：長谷川泰子

Vol、 25 日本性科学会
〒107-0062東京都港区南青山1－1－1 新青山ビル西館3F

長谷クリニック内
TELO3(3475)1780 FAXO3(3475)1789
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症例研究会より

セックスレスを乗り越えて妊娠に至った女性の症例

埼玉社会保険病院 花村温子・塚田 攻

に三
一
で
毛
正
三
一
口
ロ
ロ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
口
口
Ｉ
Ｊ
Ｉ
一
一
口
口
口
田
口

鱸 展開が 最し 的終鯛

席
ノ

同 接面 な ど も じま 》え》
》
》
》
》
》
岬
》
》
《
鋼
》
》
弛
一
》
》
“
《
》
控
》
》
》
》
》
》
》
》
罰
一
》
尋
》
》
串
《
》
》
封
》
》

－2－



第1回東アジア性科学会議 1stEastAsiaSexologymeeting

千葉医療センター 大川玲子

東アジア性科学会議誕生の経緯

第1回東アジア性科学会議は， もともと中国の精神科医Dr.Huの提案からはじまった。中国が2008年のアジア・オ

セアニア性科学会を北京で開催することを決定したのは， 2004年インドでのことである。北京ではその年オリンピック

が予定されており，観光地としても整備された首都での性科学会は大いに期待できる。中国性科学会のリーダーDr.Hu

は， 日本性科学連合に国際学会のノウ・ハウを教わりに訪日したいし， その際性治療の症例検討会をしよう， と提案され

た。そこで今回， 日本性科学学会に釜山大学医学部名誉教授（産婦人科)Dr.Won-wheKimが招待されることに便乗し

て，東アジアの3か国での会議を目論んだのである。

残念ながら当のDr.Huはその日の来日ができなかったが，韓国からは東アジア性科学会議の開催の賛意を得た。韓国

では，一昨年Dr.Kimが中心となって韓国性科学会を設立し,WASの一員にもなっている。ここ数回， アジア学会，世

界学会でDr.Kimにお会いするたび，同行のメンバーが増えている。すべて若手，中堅の産婦人科女性医師である。日

本性科学学会の直前に，第2回韓国性科学会大会を開催したばかりとのことでであった。

第1回東アジア性科学会議

第25回日本性科学学会の前日の11月5日（土）の午前，学会主催者麻生教授のご好意で，東京医科歯科大学の臨床講

堂で行われた。学会事務局長の尾林先生以下，医歯大産婦人科のスタッフが数名来られて，会場の準備をして下さった。

写真1は打ち合わせ風景である(Dr.WWKim他の韓国の参加者と尾林先生)。

参加者は，韓国からはこの3人。日本側は，野末理事長，阿部副理事長，

以下，医歯大からの参加を含めて約20名というこぢんまりとした会議であっ

た。なお直前に決定された試行的な会議であったため，多くの会員や学会の

一般参加者に事前連絡できなかったことを， ここでお詫びいたします。

症例の提出は韓国からKyungheeKim(写真1中央の女性，個人のオフィ

スで性治療を行っている産婦人科医）の，性嫌悪障害の症例’ 日本から金子

和子が性欲低下障害，大川玲子のワギニスムスの症例をそれぞれ報告したO

KyngheeKimの症例は，小児期に親類男性から強姦された女性である。
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クライアントは結婚式に参列したその相手を見て，忘れていた事件を思い出 写真1

し，夫とのセックスは蘇った記憶と重なり， その後も通じて苦痛に満ちたものになった。治療者はカウンセリング，認知

行動療法などを行ったがそれだけでは改善しなかった。クライアントは強姦で醜くなった（と思い込んでいる）外性器の

形成手術を望んだのである。結局彼女は手術を受けたのだが， このような場合，手術をすすめるべきかどうか，盛んな討

論が行われた。日本の参加者は， 「性器の外観についても，性機能障害の心因についても誤った認識を強調してしまうの

で，手術には反対」「手術によって性感を損ねる可能性もある」と反対意見が多かった。韓国側は演者を含め，懐疑的で

はあるが「結果的にクライアントのセルフ・エスティームが高まり，性機能障害が解決するならいいのではないか｡」ま

た，韓国では最近外陰整形手術が良く行われていると言う説明もあった。

金子の症例は28才から12年間， その間の結婚，離婚も通じて治療を行い治癒にいたった，性欲低下障害の男性である。

性的に緊張し性反応を抑制してしまう自己を認識し，克服するまで， クライアントも治療者も辛抱強く健闘した症例であ

るが，討論はその心理的特性より， 「こんなに長期によくがんばるね。あるテキストには半年で改善しなかったら，方法

が間違っているのだから他の治療者に換える方がいいと書いてある｡」といった話題になった。金子も20年以上前に性治

療をはじめたころは，典型的な，行動療法で改善するクライアントを数多く診てきたが， しだいに困難症例が集まるよう

になったと言う。大川が報告したワギニスムスの症例は2年間の治療で改善したもので， この間，処女膜輪状切除術も行

い， また男性の問題にも介入した。Won-wheKimは，大川の世界学会などの発表を知っていて， どうしてこんなにワギ

ニスムスが多いのか（大川の症例の70％強がワギニスムス)， また治療に時間がかかることも， 日本に特異的なことでは

ないか， と質問した。

図共通理解できるのは英語であり (ﾊﾝグﾙ, 日本語,英語のわかる参加者も
ー．

共通理解できるのは英語であり （ハングル， 日本語，英語のわかる参加者も

いたが)，英語も流暢とは言えない参加者も少なくなかったが，予想以上に踏

み込んだ討論ができたと思う。隣国とはいえ積極的交流をしてこなかった国同

士で意見交換をすることは，極めて意義の深いことである。今後は，是非中国

も参加してもらい，比較文化ばかりでなく性科学の知見を共有して，個々の症

例ももう少し丁寧に検討したいものである。

写真2は会議後の集合写真である （中央は野末理事長， 左右は阿部，

Won-wheKim)｡その日の午後はJFSセミナーがあり，夕からの懇親会では

Dr.Kim夫人も交えて多くの参加者と交流した。
写真2
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性同一性障害に関するガイドライン第3版について

埼玉社会保険病院塚田 攻

性同一性障害に関するガイドラインが再改訂され，第3版になった。その概要について紹介したい。

平成14年7月に性同一性障害者の性別の取り扱いの特例に関する法律（いわゆる特例法）が成立し， 1年後に施行さ
れた。このことによって，性同一性障害者の性別変更に道が開かれた。特例法においては，事実上，性別適合手術を性別
変更の前提としている。すなわち， この法律を以て，性別適合手術は医学的にはもちろん，法律上も正当な治療であるこ
とが認められたと解釈される。これによって， これまで問題とされてきた母体保護法第28条を問題とすることなく性別
適合手術を行うことができるようになったと考えられる。このことから，性別適合手術の適応判定に関する倫理委員会の
個別承認は撤廃し，医療チームに法曹関係者や学識経験者などの第3者委員を加えた性別適合手術判定会議を置くことと
なった。

一方，性同一性障害の臨床像は多様であることから，個別例に沿った治療の選択が要請される。多様な選択肢から自己

決定することができるように， これまでの第2段階，第3段階の区別をなくし，精神科領域の治療と身体的治療に大別さ
れるのみとなった。身体的治療については， アラカルト方式とし， ホルモン療法とFTMの乳房切除術は医療チームで，
性別適合手術は性別適合手術判定会議で適応についての判定を行う形となっている。

すでに治療を開始しているケースに関しては， アラカルト方式になったことから，治療段階の判定や再構築の必要がな
くなった。治療者は不適切な治療（特にホルモンに関して）に対して，治療の改善や中止の指示を行う。

性別適合手術判定会議において，第3者委員の参加がすぐには実現しにくいことも考えられ，移行措置が定められてい

る。ホルモン療法とFTMの乳房切除術に関してはこれまで通り，医療チームで適応判定を行う。性別適合手術に関して

は性別適合手術判定会議が組織されるまでの間，倫理委員会のメンバーなどが医療チームでの検討資料を点検する形で替

えることができる。

今回の改訂によって，性同一性障害の治療がこれまで以上に迅速化されることを期待したい。

2006.200ﾌ年度日本性科学会理事選挙

この度の理事選挙（全国1ブロック）において，下記のとおり立候補の届け出がありました。

（受付け順） 大川玲子 廣井正彦 石河 修 武田 敏 石津 宏

山崎高明 村口喜代 野末源一 阿部輝夫 亀谷 謙

それぞれの立候補者について，立候補資格要件（5名の推薦人，入会後3年以上）をチェックし，すべて適格でありました。

また，立候補者数力淀員の枠内でありますので，無投票で全員を当選者と決定しました。

2006年3月2日

日本性科学会選挙管理委員会

委員 本多 洋⑳長田尚夫⑳ 針間克己⑳本郷元夫⑳

注．理事は来る5月28日の総会において選任されます。

セックス･カウンセラーセックス･セラピスト資格認定委員会報告

認定委員会委員長 阿部輝夫

日本性科学会「セックス・カウンセラー」「セックス・セラピスト」資格認定更新規定（日本性科学会雑誌に掲載）に基

づき，平成18年度資格更新力垳われます。「資格更新」に関する告示を， 6月発行の日本性科学会ニュースで行います。

尚，更新該当者氏名（登録順）は，以下のとおりです。資格認定更新規定を熟読の上，更新希望者は， ご準備をお願い致

します。また，同時に，平成18年度新規資格認定に関する公示も， 6月発行のニュースで行います。

資格更新該当者氏名

セックス・カウンセラー 荒木乳根子 セックス・セラピスト 塚田 攻

－会費納入のお願い

4月より新しい年度（平成18年4月1日より平成19年3月31日）に入りますので，平成18年度会費15,000円の

納入を，よろしくお願い致します。手数料が無料となります，学会の郵便振替用紙を同封致しますので，ご利用下さい。
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